
      

2024年12⽉24⽇（⽕）

商品パッケージ・表示例

令和６年度 第３回⽇本版包装前⾯栄養表⽰に関する検討会 参考資料 ６
R6.12.24

第3回 ⽇本版包装前⾯栄養表⽰に
関する検討会 



©All Japan Supermarket Association / COPRO Corp. 1

— アジェンダ ―

１．オール日本スーパーマーケット協会

PB「くらし良好」商品の表示例

２．トレー包装商品の表示
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〔１〕パッケージデザインガイドライン 情報エリアの内容・基準（抜粋）

１． オール⽇本スーパーマーケット協会 PB「くらし良好」商品の表⽰例

（出典）コプロ株式会社 くらし良好【⽣活良好】ブランドマニュアル

エネルギー、⾷塩相当量、アレルギーは⾷系すべての商品に⼊れる
（裏⾯表⽰内容に準ずる）

情報エリアの内容・基準

①1回に⾷べる単位（例︓100ｇ、１⾷分（ ｇ）当たり…）
②100ｇ以上の商品は100ｇ単位 ＊ただし、内容量が101ｇ〜
110ｇのものは内容量単位。100g以下も内容量単位。
③アソート商品で、それぞれ個別にエネルギー計算されている商品（チョコ
ミックス等）は表⾯でのエネルギー・⾷塩相当量表記をしない。裏⾯に掲載。

1.表⽰単位

原則、特定原材料と特定原材料に準ずるものが⼊っている⾷系すべて
に⼊れる。
該当原材料が⼊っていないものは表記しない。（表⽰欄を設けない）

2.アレルギー

※⾷塩相当量は、社会通念上明らかに⼊っていないと思われる商品には表記しない。
（油・お茶・⽔等）
※⾷塩相当量の表⽰単位は基本は⼩数点第1位までの表⽰。
ただし、0.01ｇ〜0.09ｇまでは⼩数点第2位まで表記。0ｇは「0ｇ」

情報エリアの
フォントサイズ規定

アレルギー内容
︓最低8pt

それ以外の⽂字は
最低8pt以上

（スペースによってフォ
ントサイズは変更可能
パッケージが⼩さく、
スペースが限られてい
るもので5pt未満でし
か表⽰できない場合
は表記しない）

＜表⽰欄基本形＞物質が多い場合は折り返して表記












